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５．開館時の催事内容 

 

戦前の舞台を飾った多種多様

なジャンルの中でも注目すべき

は、クラシック音楽の演奏会です。

それまで名古屋ではコンサートホ

ールがなかったため、御園座や高

等女学校の講堂などで演奏され

ていました。そこに国内有数の本

格的ホールが現れたのですから、

公会堂に国内外の一流の演奏家

が集中したのも当然で、クラシック

公演が半数以上を占めた東京・日比谷公会堂でも全く同じ傾向が見られました。 

 

 

戦前の名古屋のクラシック音

楽普及に大きな役割を果たした

のが、1926年（大正 15年）に

設立された名古屋音楽協会で

す。発会式演奏会の会場は末廣

座でした。公会堂では開館直後

に当時の世界的ヴァイオリニス

ト、エフレム・ジンバリストのリサ

イタルを開催しています。 

その後も毎年4～5回の演奏

会を公会堂で行い、ヴァイオリ

ンのヨーゼフ・シゲティ、ヤッシ

ャ・ハイフェッツ、ピアノのレオニード・クロイツァー、声楽の三浦環、藤原義江などを

次々と招き、名古屋市民が国内外の一流演奏家と直に触れる機会を作りました。 
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戦前の名古屋音楽協会の演奏記録には、地元オーケストラの松坂屋洋楽研究会

と名古屋交響楽団の名も残っています。実は前者が発展したのが後者で、その起

源をたどると 1911 年（明治 44 年）のいとう呉服店（松坂屋の前身）少年音楽隊

に行き着きます。当時の百貨店が客寄せのために結成した吹奏楽団です。 

やがて弦楽器が加わって洋楽研究会となり、さらに名古屋交響楽団に発展、昭

和 13年には中央交響楽団と改称

して東京進出を敢行。その後も幾

多の変遷を重ね、現在の東京フィ

ルハーモニー交響楽団に至ってい

ます。 

同じ戦前の記録には近衛秀麿指

揮・新交響楽団の名もあり、こちら

は現在のNHK交響楽団の前身で

す。 

公会堂ではいち早く、黎明期の国

内オーケストラがその新鮮な音色

を響かせていたことになります。 

 

 

 

その頃、日本で初めての歌劇団も設立されました。ヨーロッパ帰りの人気テノー

ル歌手、藤原義江が結成した藤原歌劇団です。1934 年（昭和 9 年）6 月、日比谷

公会堂でプッチーニの＜ラ・ボエーム＞で旗揚げし、そのわずか 3 か月後には名古

屋交響楽団の演奏により名古屋市公会堂の舞台を飾っています。当時珍しかった

オーケストラピットのことは前述しましたが、この舞台で藤原歌劇団は戦後まで何

度も公演しています。 
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ここからは舞踊についてです。 

公会堂では開館記念式典にも出演した西

川流を始め、花柳流、藤間流など日本舞

踊の公演がたびたび行われていました。 

一方、西洋舞踊については、20 世紀初

頭にイサドラ・ダンカンによって始められ

たモダンダンスに影響を受け、独自の舞

踊詩を創作して欧米公演でも経験を積ん

だ石井獏が、開館半年後の公会堂で上演

しています。翌年には義妹の石井小浪の

公演もあり、人々に鮮烈な印象を与えまし

た。 

 

一方、洋舞の代表格であるバレエについては、19 世紀末にチャイコフスキーの３

大バレエが発表され、クラシック・バレエの様式が確立しました。日本で最初に本格

的に紹介されたのは 1911（大正 11）年、アンナ・パヴロワ率いるバレエ団の全国８

都市公演でした。 

名古屋では映画館の末広座で上演されています。このころ、帝劇や日劇、宝塚で

は来日教師によりバレエの指導が行われていましたが、日本人によるバレエ団の

誕生は昭和 10 年代からです。公会堂でも本格的なバレエ公演は戦後になって一

気に花開くことになります。 
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戦前の音楽や舞踊公演を振り返って

きましたが、他にも大集会室（大ホー

ル）では多くの催しが行われたことは前

述のとおりです。1937年（昭和12年）

には初来日中のヘレン・ケラーが名古屋

を訪れ公会堂で講演に臨み、大きな話

題となりました。 

文化行事以外でも様々な組織や団体

の総会や全国大会などが開かれ、演説

会ではマイクも使わず大音声の熱弁で

聴衆を魅了した政治家が多くいまし

た。さらに、オリンピック選手などの壮

行会や舞台上でボクシングの試合が行

われるなどスポーツ関連行事も多かったようです。 

 

 

大ホール以外の利用内容は、大

食堂として作られた4階ホールで

は宴会・パーティが最も多く、次い

で各種集会や展覧会などで頻繁

に利用されています。日本間で式

を挙げ、小食堂で披露宴を行う結

婚式での利用も、安価に済ませら

れることで大変人気があったよう

です。 
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ここで、参考までに戦前の利用料金をご紹介しましょ

う。大集会室（大ホール）を全日（9時～23時）使うと

120 円～400 円、小集会室が 10～14 円、ピアノ

25 円、娯楽室の将棋盤 50 銭などです。ちなみに当

時の物価は蕎麦の値段10銭から推測すると、現在の

約 1,000分の 1程度のようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


